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楽
し
く
作
っ
て
美
味
し
く
食
べ
る

飾
り
巻
き
寿
司

河
辺
地
区
生
涯
学
習
奨
励
員

佐
　
藤
　
敦
　
子

秋
田
に
は
米
を
使

っ
た
郷
土
料
理
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
中
で
も
巻
き
寿
司
は
晴
れ
の
日
の
ご
ち
そ
う

で
し
た
。
秋
田
は
巻
き
寿
司
の
食
文
化
が
根
付
い
て
お
り
、

先
人
の
工
夫
を
凝
ら
し
た
独
自
の
模
様
が
多
数
あ
り
ま
す
。

私
も
巻
き
寿
司
を
習
得
し
た
い
と
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
に

通
い
、
巻
き
寿
司
の
魅
力
に
ど
ん
ど
ん
引
き
込
ま
れ
て
い

き
、
遂
に
は
飾
り
巻
き
寿
司
１
級
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と

い
う
資
格
を
習
得
す
る
に
至
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、　
一
人

で
楽
し
む
趣
味
で
あ

つ
た
事
を
多
く
の
人
々
と
楽
し
み
た

い
と
の
思
い
か
ら

「飾
り
巻
き
寿
司
　
る

・
ぷ
る
」
と
し

て
活
動
を
始
め
て
三
年
に
な
り
ま
す
。
各
団
体
な
ど
か
ら

依
頼
を
受
け
、
地
域
の
公
民
館
な
ど
で
講
習
を
さ
せ
て
い

た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
参

加
く
だ
さ
る
方

々
の
中
に

は

「
子
ど
も
が
小
さ

い
頃

は
運
動
会
に
必
ず
巻
い
た
」

と
お

っ
し
ゃ
る
方
が
多
く
、

今
度
は
孫
に
食

べ
さ
せ
た

い
な
ど
、
と
て
も
喜
ん
で

い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

平
面
の
絵
を
立
体

の
パ
ー

ツ
に
し
、
そ
れ
を
組
み
立

て
て
い
く

の
で
、
工
作

の

よ
う
で
ど
う
な
る
の
か
な

と
戸
惑

い
な
が
ら
の
工
程

（お
ひ
な
さ
ま
）

で
す
が
、
巻

い
た
お
寿
司
を
切

っ
た
時
皆
様
か
ら
ワ
ー
ツ

と
声
が
上
が
り
、
と
て
も
喜
ば
れ
ま
す
。
そ
れ
は
私
に
と

つ

て
も
大
変
嬉
し
い
瞬
間
で
あ
り
活
動
を
続
け
る
原
動
力
に

も
な

っ
て
お
り
ま
す
。
更
に
、
作

っ
た
飾
り
巻
き
寿
司
を

食
べ
た
時
に

「甘
み
が
少
な
く
食
べ
や
す
く
て
お
い
し
い
」

「
か
わ
い
く
て
食
べ
る
の
が
も

っ
た
い
な
い
」
等
、
大
変
う

れ
し
い
感
想
を
い
た
だ
き
ま
す
。
若

い
方
達
は
キ
ャ
ラ
弁

な
ど
を
作
る
機
会
も
多
く
、
日
々
新
し
い
物
や
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
開
発
に
研
鑽
し
て
お

り
ま
す
。

今
後
は
地
域
で
定
期
的

に
活
動
で
き
る
グ
ル
ー
プ

を
構
成
し
、
飾
り
巻
き
寿

司
を
通
じ
て
、
皆
様
に

「作

る
喜
び
食

べ
る
幸
せ
」
を

実
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
地
域
活
動
に
、
繋
げ

ら
れ
た
ら
と
思

っ
て
い
ま

す
。

（か
た
つ
む
り
）

飯
島
穀
丁
前
町
内
会
長

船
　
木
　
　
　
暁

穀
丁
町
内
は
現
在
世
帯
数
四
百
五
十
戸
で
す
が
、
終
戦

直
後
は
約
五
十
世
帯
の
小
さ
な
集
落
で
し
た
。
し
か
し
歴

史
的
に
は
古
く
、
鎌
倉
時
代
に
は
穀
丁
港
と
し
て
穀
物
の

集
散
地
と
し
て
繁
栄
し
、
安
東
氏
時
代
に
は
最
盛
期
で
あ

っ

町
内
に
鎮
座
す
る
三
つ
の
社

た
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。
町
内
中
心
道
路
は
旧
羽
州
街
道

で
す
。
こ
の
小
さ
な
町
内
に
、
上日
か
ら
三
つ
の
社

（神
明
社
、

唐
松
神
社
、
阿
弥
陀
堂
）
が
あ
り
大
変
珍
し
い
と
云
わ
れ

て
い
ま
す
。

神
明
社
は
天
明
三
年

（二
百
三
十
二
年
前
）
の
建
立
と

な

っ
て
い
ま
す
。
焼
失
な
ど
に
よ
り
何
度
も
建
て
替
え
ら

れ
、
現
在
の
建
物
は
十
五
年
前
町
内
の
皆
さ
ん
の
ご
厚
意

に
よ
り
再
建
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
六
月
二
十
日
宵
官
行

事
、
二
十

一
日
に
は
例
大
祭
を
盛
大
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

唐
松
神
社
は
安
産
の
神
様
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
大

仙
市
協
和
境
の
唐
松
神
社
の
分
社
と
し
て
江
戸
後
期
の
建

立
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。
阿
弥
陀
堂
は
江
戸
後
期

（文
化

の
頃
）
赤
田
の
大
仏
で
有
名
な
長
谷
寺
の
是
山
和
尚

（閑

居
様
）
が
旅
の
途
中
で
世
話
に
な

っ
た
豪
農
船
木
久
右

エ

門
氏

へ
お
礼
に
彫
刻
し
た
阿
弥
陀
如
来
像
を
祀

っ
て
い
ま

す
。
毎
年
旧
暦
の
三
月
十
五
日
に
祭
典
を
行

っ
て
い
ま
す
。

三
つ
の
社
に
は
別
当
と
云
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。
町
内

の
皆
さ
ん
が
元
旦
の
初
詣
を
こ
の
三
つ
の
社
に
お
参
り
し

ま
す
。
そ
の
時
の
世
話
役
が
別
当
と
云
う
役
で
数
え
年
の

十
二
歳
か
ら
十
四
歳

（小
学
五
年
か
ら
中
学

一
年
）
の
男

子
が
努
め
ま
す
。
昔
は
別
当
に
な
る
こ
と
は

一
人
前
と
し

て
認

め
ら

れ
、

本

人

に
と

つ
て
は
大

変
名

誉

な

こ
と

で

し
た
。
皆

さ

ん
穀

丁

町

内

に
来

る
機
会

が

あ

り

ま

し

た

ら
、

三

つ
の
社

に
手

を

合

わ

せ

て
み

て
は

い
か
が
で
す
か
。

奥に座っている子が「別当」です。
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森
に
遊
び

・
森
に
学
ぶ

ガ
イ
ド
を
目
指
し
て

雄
和
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

会
長
　
工
　
藤
　
　
　
正

人
口
減
少
が
合
併
前
か
ら
進
ん
で
い
た
旧
雄
和
町
は
、

交
流
人
回
の
増
加
を
模
索
し
て
い
た
。
雄
和
を
訪
れ
る
人
々

に
雄
和
の
文
化
、
観
光
、
歴
史
、
自
然
な
ど
を
紹
介
す
る
、

架
け
橋
と
な
る
案
内
人
の
養
成
講
座
が
、
町
公
民
館
主
催

で
行
わ
れ
、
秋
田
市

・
河
辺
町
と
合
併
す
る

一
ヶ
月
前
の

平
成
十
六
年
十
二
月
に

「雄
和
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の

会
」
と
し
て
発
足
し
た
。
雄
和
地
域
に
賦
存
す
る
観
光
に

な
り
得
る
資
源
の
な
か
で
も
、
郷
土
の
誇
り
で
あ
る
石
井

露
月
の
資
料
展
示
館

・
創
建
最
古
の
新
波
神
社

・
雄
和
の

シ
ン
ボ
ル
高
尾
山

・
戊
辰
戦
争
の
史
跡

・
規
模
と
内
容
が

国
内
最
大
級
の
ダ
リ
ア
園
な
ど

へ
、
旧
市
内
の
地
区
公
民

館
は
じ
め
、
案
内
人
関
係
団
体
の
来
訪
者
は
増
加
し
た
。

私
ご
と
で
す
が
、
県
認
定
の
森
の
案
内
人
と
自
然
観
察

指
導
員
の
三
股
で
企
画
し
た

「高
尾
山
の
カ
タ
ク
リ
観
察

〈至

「自
然
や
歴
史
・伝
説
を
探
索
す
る
会
」
の
参
加
者
は
、

合
併
効
果
と
言

っ
て
良

い
ほ
ど
の
多
人
数
で
、
案
内
人

・

指
導
員
の
確
保
に
苦
慮
し
た
と
き
も
あ

っ
た
。

高
尾
山
の
ブ
ナ
林
が
醸
す
湧
水
が
麓
に

「石
巻
の
清
水
」

と
し
て
あ
り
、
通
年
に
わ
た
り
愛
飲
さ
れ
て
い
る
。

山
に
行
く
と
き
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
汲
ん
で
行
く
が
、

飲
用
以
外
に
も
使
用
し
て
い
る
。

【活
用
の

一
例
】
小
学
生
を
森
に
誘

っ
た
時
、
山
～
川
～

海
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
話
を
す
る
。
落
ち
葉
の
堆
積
し

た
上
に
水
を
濯
ぐ
と
浸
み
込
ん
で
す
ぐ
消
え
る
が
、
踏
み

固
め
ら
れ
た
道
で
は
浸
み
込
ま
ず
に
流
下
す
る
。
「森
は
緑

の
ダ
ム
」
の
役
目
と
伝
え
、
高
尾
山
の
眼
下
を
流
れ
る
雄

物
川
の
歴
史
に
触
れ
て
の
ガ
イ
ド
も
あ
る
。
標
高
の
低

い

「高
尾
山
の
森
」
は
遊
び
の
場
で
あ
る
と
同
時
に
、
学
び
の

場
に
も
な
り
得
る
。
森
に
触
れ
、
森
に
親
し
み
、
森
を
愛

し
て
守
る
人
の
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
な
が
ら
、
お
山
の

ガ
イ
ド
大
将
を
自
負
し
て
い
る
。

石
巻
の
清
水

（雄
和
女
米
木
地
区
）
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動
物
園
と
い
う
文
化

大
森
山
動
物
園

園
長
　
小
　
松
　
　
　
守

博
物
館
や
美
術
館
等
が
資
料
の
収
集
と
展
示
、
ま
た
保

存
管
理
と
研
究
を
教
育
的
に
行

っ
て
い
る
よ
う
に
、
動
物

園
も
同
じ
よ
う
に
動
物
を
集
め
展
示
を
行

い
、
飼
育
の
技

術
研
鑽
や
様
々
な
研
究
も
行

っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
大
き

く
異
な
る
こ
と
は
展
示
す
る
物
に
は
命
が
あ
る
か
ら
、
世

話
が
必
要
だ
し
、
病
気
や
け
が
、
そ
し
て
死
も
伴
い
ま
す
。

一
方
、
子
が
生
ま
れ
増
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
動
物
園

を

「
い
の
ち
の
博
物
館
」
と
表
現
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

特
に
希
少
動
物
の
場
合
、
国
内
、
国
外
の
動
物
園
と
の
協

力
関
係
で
計
画
的
な
種

（し
ゆ
）
保
存
を
進
め
る
な
ど
、

動
物
園
は
ユ
ニ
ー
ク
な
博
物
館
で
あ
り
文
化
資
本
と
も
言

え
ま
す
。

秋
田
の
大
森
山
動
物
園
で
は

「動
物
と
語
ら
う
森
」
と

い
う
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
博
物
的
展
示
の
枠
を
超

（ま
ん
ま
タ
イ
ム
）

（親
子
で
楽
し
む
）

え
、
単
に
ご
覧
い
た
だ
く
だ
け
で
な
く
、
動
物
と
来
園
者
、

共
に
命
あ
る
も
の
同
士
、
ど
こ
か
で
つ
な
が

っ
て
欲
し
い

と
い
う
思
い
か
ら
出
た
も
の
で
す
。
そ
れ
は
西
洋
流
の
動

物
を
物

（
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
と
し
て
み
る
意
識
と
は
や
や

異
な
り
、
日
本
人
の
動
物
観
、
自
然
観
を
ベ
ー
ス
に
し
て

い
ま
す
。
だ
か
ら
と
言

っ
て
動
物

の
柵
内
に
入
り
込
ん

で
、
簡
単
に
触
れ
た
り
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
動
物
の
心
を
さ
ぐ
り
、
来
園
者
が
動
物
に
心
で
話

し
か
け
た
時
、
ど
こ
か
通
じ
合
う

一
瞬
を
探

っ
て
み
て
は
、

と
い
う
思
い
か
ら
出
た
テ
ー
マ
で
す
。

村
上
春
樹
の
小
説
に
は
動
物
と
話
す
場
面
が
し
ば
し
ば

登
場
し
ま
す
が
、
動
物
園
が
ど
こ
か
フ
ア
ン
タ
ス
チ
ツ
ク

空
間
な
部
分
が
あ

つ
て
も

い
い
な
と
思
う
し
、
親
子
が
、

家
族
が
ほ
ん
わ
か
と
し
た
気
分
の
も
と
、
幸
せ
な
時
間
が

過
ご
せ
る
動
物
園
で
あ
り
た
い
な
と
思
い
ま
す
。
自
然
科

学
基
調
の
動
物
園
に
人
文
的
な
心
の
世
界
も
入
り
交
じ

っ

た
動
物
園
、
そ
ん
な
文
化
を
動
物
園
で
追
い
求
め
て
み
た

い
も
の
で
す
。

ほ
く
と
ラ
イ
ブ
ラ
リ
…
明
徳
館
に
つ
い
て

ほ
く
と
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
明
徳
館

主
席
主
査

（司
書
）

小
　
室
　
友
　
嗣

「
ほ
く
と
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
と
は
、
こ
の
四
月
に
命
名
さ

れ
た
秋
田
市
立
図
書
館
五
館

（明
徳
、
土
崎
、
新
屋
、
雄
和
、

河
辺
）
の
愛
称
で
す
。
各
図
書
館
の
入
口
で
は
、
北
都
銀

行
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

・
秋
田
大

「
ほ
つ
く
ん
」

の
イ
ラ
ス
ト
が
、
皆
さ
ま
を
出
迎
え
て
お
り
ま
す
。

「
ほ
く
と
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
の
中
心
館
と
な
る
の
が
、
明

徳
館
で
す
。
秋
田
市
内
で
は
県
立
、
土
崎
、
新
屋
に
続
く

四
番
目
の
施
設
と
し
て
昭
和
五
十
八
年
、
東
北
地
方
初
と

な
る
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
公
共
図
書
館

と
し
て
開
館
し
ま
し
た
。
平
成
二
年
に
は
全
国
初
と
な
る

図
書
館
の
外
か
ら
蔵
書
の
検
索

・
予
約
が
で
き
る
シ
ス
テ

ム
を
開
発
し
、
現
在
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ツ
ト
検
索
の
先
駆
け

と
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
数
年
は
、
本
市
策
定
の

「
子
ど
も
読
書
活
動
推
進

計
画
」
な
ど
に
基
づ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
新
事
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
移
動
図
書
館

「
イ
ソ
ッ
プ
号
」
に
よ
る
小
規

模
小
学
校

へ
の
巡
回
、
三
世
代
交
流
を
目
的
に
し
た
明
徳

館
河
辺
分
館
の
開
館
、
乳
幼
児
向
け
サ
ー
ビ
ス
に
特
化
し
、

商
業
ビ
ル
の
特
性
を
活
か
し
た
年
中
無
休
の
明
徳
館
サ
テ

ラ
イ
ト

「
フ
ォ
ン
テ
文
庫
」
の
開
設
、
市
立
全
小
中
学
校

の
図
書
室

へ
専
任
職
員
を
派
遣
す
る
「図
書
館
サ
ポ
ー
タ
ー

事
業
」
、
乳
児
か
ら
本
に
親
し
む
「ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
」
、

子
ど
も
の
成
長
に
応
じ
た
本
を
詰
め
合
わ
せ
て
貸
し
出
す

「
か
ぞ
く
ぶ
っ
く
ぱ

っ
く
事
業
」
な
ど
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
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な
い
ほ
ど
で
す
。

建
築
後
三
十
年
が
経
過
し
、
要
所
で
古
さ
を
感
じ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
が
、
建
物
は
全
国
に
数
万
あ
る
公
共
建

築
物
の
百
選
に
選
ば
れ
て
お
り
、
第

一
回
芥
川
賞
作
家
の

郷
土
文
学
館

「
石
川
達
三
記
念
室
」
も
三
階
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
千
秋
公
園
の
散
策
で
立
寄
る
観
光
客
も
多
く
見
受

け
ら
れ
ま
す
。

今
後
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
来
館
さ
れ
る
皆
さ
ま
か

ら
必
要
と
さ
れ
る
施
設
と
し
て
、
誠
意
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

移
動
図
書
館
　
イ
ソ
ッ
プ
号

開
館
時
間

〈平
日
〉
午
前
９
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で

７
月
の
平
日
の
み
、
午
後
８
時
ま
で

〈土
曜
日

。
日
曜
日

・
祝
日
〉

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

休
館
日
毎
週
月
曜
日

（た
だ
し
祝
日

・
振
替
休
日
の
場
合
は
開
館
し
、

翌
日
は
休
館
）

毎
月
最
終
日

（資
料
整
理
日
）

（た
だ
し
土
曜

。
日
曜
の
と
き
は
開
館
）

年
末
年
始

（本
年
度
は
１２
月
２８
日
か
ら
１
月
４
日
ま
で
）

特
別
資
料
整
理
期
間

（本
年
度
は
１１
月
１６
日
か
ら
３０
日
ま
で
）

石
川
達
三
記
念
室

公
民
館
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
て
学

習
活
動
に
励
ん
で
い
る
方
々
の
発
表
の
場
、
そ
し
て
地
域

住
民
の
語
ら
い
、
親
睦
を
深
め
る
場
と
な

っ
て
い
ま
す
。

芸
能
発
表
や
作
品
展
示
、
軽
食

コ
ー
ナ
ー
等
が
用
意
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
会
場
に
行

っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（内
容
、
開
催
日
は
、
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

○
中
央
公
民
館

１０
月
２
日

（金
）
。
３
日

（土
）
・
４
日

（日
）

○
南
部
公
民
館

１０
月
２
日

（金
）
・
３
日

（土
）
・
４
日

（日
）

○
北
部
公
民
館

１０
月
１６
日

（金
）
。
１７
日

（土
）
・
１８
日

（日
）

○
西
部
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

ー０
月
９
日

（金
）
。
１０
日

（土
）
・
１１
日

（日
）

○
北
部
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

ー０
月
２
日

（金
）
。
３
日

（土
）
。
４
日

（日
）

○
河
辺
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

ー０
月
１７
日

（土
）
・
１８
日

（日
）

○
雄
和
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

ー０
月
１７
日

（土
）
。
１８
日

（日
）

○
南
部
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

ー０
月
２４
日

（土
）
。
２５
日

（日
）

○
東
部
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

ー０
月
２４
日

（土
）
・
２５
日

（日
）
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平
成
２７
年
５
月
１４
日
、
秋
田
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
左
記
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
（五
十
音
順
）

秋
　
山
　
勇
　
士
口
　
奨
励
員

（東
部
地
区
）

尾
　
形
　
悦
　
子
　
奨
励
員

（河
辺
地
区
）

鎌
　
田
　
重
　
憲
　
奨
励
員

（東
部
地
区
）

佐
　
藤
　
久
　
治
　
奨
励
員

（北
部
地
区
）

鈴
　
木
　
捷
　
策
　
奨
励
員

（南
部
地
区
）

船
　
木
　
ひ
と
み
　
奨
励
員

（土
崎
地
区
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

鰺

「あ
し
た
の
風
」
は
ど
こ
に
配
布
し
て
る
の
？

「
あ
し
た
の
風
」
は
年
２
回

（
９
月
と
２
月
）

各

一
、
一
〇
０
部
発
行
し
、
秋
田
県
の
社
会
教
育

施
設

（生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
な
ど
）
や

秋
田
市
の
社
会
教
育
施
設

（公
民
館
、
図
書
館
な

ど
）
、
社
会
教
育
関
係
委
員

（社
会
教
育
委
員
、

生
涯
学
習
奨
励
員
な
ど
）
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
地

域
セ
ン
タ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
も
配

布
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
秋
田
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

室

（八
六
六
―
三
二
四
五
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

瘍
瘍
瘍
輻

新
た
な
編
集
委
員
で
な
ん
と
か

「あ
し
た
の
風
」
第
８．

号
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

二
年
間
と

い
う
任
期
で
は
あ
り
ま
す
が
、
編
集
委
員

一

同
、
楽
し
み
な
が
ら
も

一
生
懸
命
携
わ

っ
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

編

集

委

員

秋

田
市
生
涯
学
習
奨
励
５

田
　
村
　
美
穂
子

（土
崎
）

冨
　
樫
　
智
恵
子

（中
央
）

水ヽ
　
井
　
文
　
代

（東
部
）

相
　
原
　
和
　
子

（西
部
）

乙
　
供
　
美
　
香

（南
部
）

来
　
栖
　
瑞
　
恵

（北
部
）

石
　
塚
　
小
枝
子

（河
辺
）

大
　
友
　
日日
　
子

（雄
和
）

『あ
し
た
の
風
』
第

８‐
号

発
行
年
月
日

平
成
２７
年
９
月
１
日

編
集
発
行
秋
田
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室

秋
田
市
山
王
二
丁
目
１
番
５３
号

山
王
２．
ビ
ル

電
話

〇

一
人
―
八
六
六
―
二
二
四
五

こ
の
広
報
誌
は

単
価
　
一
部
５７
円

（消
費
税
抜
き
）

発
行
部
数
　
一
、
一
〇
〇
部

配
布
方
法
　
無
料
配
布


